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マタイの福音書

マ
タ
イ
の
福
音
書
１
章

彼
が
こ
の
こ
と
を
思
い
巡
ら
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
見
よ
、

主
の
使
い
が
夢
に
現
れ
て
言
っ
た
。「
ダ
ビ
デ
の
子
ヨ
セ

フ
よ
、
恐
れ
ず
に
マ
リ
ア
を
あ
な
た
の
妻
と
し
て
迎
え
な

さ
い
。
そ
の
胎
に
宿
っ
て
い
る
子
は
聖
霊
に
よ
る
の
で

す
。
マ
リ
ア
は
男
の
子
を
産
み
ま
す
。
そ
の
名
を
イ
エ
ス

と
つ
け
な
さ
い
。
こ
の
方
が
ご
自
分
の
民
を
そ
の
罪
か
ら

お
救
い
に
な
る
の
で
す
。」

（
マ
タ
イ
の
福
音
書
1
・
20
〜
21
）

こ
の
章
か
ら
以
下
の
こ
と
を
学
び
ま
し
ょ
う
。（
1
）
マ

タ
イ
の
系
図
は
、
イ
エ
ス
が
法
的
に
ヨ
セ
フ
の
子
、
つ
ま
り

ダ
ビ
デ
の
子
孫
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。（
2
）
こ

の
系
図
の
中
に
は
、
問
題
の
あ
る
4
人
の
女
性
が
登
場
し
ま

す
。（
3
）
ヨ
セ
フ
は
、マ
リ
ア
が
聖
霊
に
よ
っ
て
身
ご
も
っ

た
こ
と
を
知
ら
さ
れ
ま
す
。（
4
）
イ
エ
ス
と
は
、「
主
は
救

う
」
と
い
う
意
味
で
す
。

メ
シ
ア
の
系
図

（
1
）
マ
タ
イ
の
福
音
書
1
章
の
系
図
は
、
イ
エ
ス
が
法

的
に
ヨ
セ
フ
の
子
（
ダ
ビ
デ
の
子
孫
）
で
あ
る
こ
と
を
示
し

て
い
ま
す
（
イ
エ
ス
は
ヨ
セ
フ
の
義
理
の
息
子
）。
そ
れ
に

対
し
て
、
ル
カ
の
福
音
書
3
章
の
系
図
は
、
イ
エ
ス
が
肉
体

的
に
ダ
ビ
デ
の
子
孫
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
（
母
マ

リ
ア
は
ダ
ビ
デ
の
子
孫
）。

（
2
）
マ
タ
イ
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
習
慣
を
無
視
し
て
、
メ

シ
ア
の
系
図
を
書
い
て
い
ま
す
。
彼
は
、
何
人
か
の
名
前
を

省
略
し
て
い
ま
す
。
ま
た
彼
は
、
問
題
の
あ
る
4
人
の
女
性

の
名
前
を
挿
入
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
極
め
て
異
例
な
こ
と

で
す
。
彼
女
た
ち
は
、
全
員
異
邦
人
で
す
。
①
タ
マ
ル
は
、

舅
ユ
ダ
に
よ
っ
て
子
を
儲
け
ま
し
た
。
②
ラ
ハ
ブ
は
、
遊
女

で
し
た
。
③
ウ
リ
ヤ
の
妻
（
バ
テ
・
シ
ェ
バ
）
は
、
ダ
ビ
デ

と
姦
淫
の
罪
を
犯
し
ま
し
た
。
④
ル
ツ
は
貞
淑
な
女
性
で
す

が
、モ
ア
ブ
の
女
で
し
た
。
モ
ア
ブ
人
の
先
祖
の
モ
ア
ブ
は
、

近
親
相
姦
に
よ
っ
て
生
ま
れ
ま
し
た
（
創
19
・
30
以
降
）。

マ
タ
イ
は
、
あ
る
意
図
を
も
っ
て
こ
れ
ら
４
人
の
女
性
を
メ

シ
ア
の
系
図
の
中
に
入
れ
て
い
ま
す
。
メ
シ
ア
は
、
第
一
義

的
に
は
「
イ
ス
ラ
エ
ル
の
家
の
失
わ
れ
た
羊
」
を
救
う
た
め

に
来
ら
れ
た
の
で
す
が
、
そ
の
救
い
は
、
異
邦
人
に
ま
で
及

ぶ
よ
う
に
な
り
ま
す
。

（
3
）
さ
ら
に
注
目
す
べ
き
は
、「
ソ
ロ
モ
ン
」（
7
節
）

8

と
「
エ
コ
ン
ヤ
」（
11
〜
12
節
）
で
す
。
エ
コ
ン
ヤ
は
、
主

か
ら
呪
い
を
受
け
た
王
で
す
の
で
、
彼
の
子
孫
か
ら
メ
シ
ア

が
登
場
す
る
こ
と
は
あ
り
得
ま
せ
ん
（
エ
レ
22
・
30
参
照
）。

つ
ま
り
、
ソ
ロ
モ
ン
│
エ
コ
ン
ヤ
の
家
系
の
者
は
、
メ
シ
ア

に
な
る
資
格
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
マ
リ
ア
の
夫
ヨ
セ

フ
は
、
ソ
ロ
モ
ン
│
エ
コ
ン
ヤ
の
家
系
の
者
で
す
の
で
、
も

し
イ
エ
ス
が
ヨ
セ
フ
の
肉
の
息
子
で
あ
る
な
ら
、
イ
エ
ス
は

メ
シ
ア
に
な
る
資
格
が
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し

か
し
イ
エ
ス
は
、
ヨ
セ
フ
と
肉
体
的
な
つ
な
が
り
は
あ
り
ま

せ
ん
。
イ
エ
ス
の
人
性
は
、
マ
リ
ア
か
ら
与
え
ら
れ
た
も
の

で
す
。

ヨ
セ
フ
の
苦
闘

（
1
）
ユ
ダ
ヤ
人
の
習
慣
で
は
、
婚
約
者
は
普
通
１
年
程

度
の
婚
約
期
間
を
経
て
、
実
際
の
結
婚
生
活
に
入
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。
マ
リ
ア
は
そ
の
期
間
（
処
女
で
あ
っ
た

と
き
）
に
妊
娠
し
ま
し
た
。
ヨ
セ
フ
に
は
、
2
つ
の
選
択
肢

が
あ
り
ま
し
た
。
律
法
の
規
定
（
申
22
・
23
〜
27
）
に
従
っ

て
マ
リ
ア
を
法
廷
で
さ
ら
し
者
に
す
る
か
、
証
人
2
人
の
前

で
離
縁
状
を
与
え
て
内
密
に
去
ら
せ
る
か
の
い
ず
れ
か
で

す
。

（
2
）
ヨ
セ
フ
に
天
使
が
現
れ
、
マ
リ
ア
は
聖
霊
に
よ
っ

て
身
ご
も
っ
て
い
る
こ
と
を
伝
え
ま
す
。「
見
よ
、
処
女
が

身
ご
も
っ
て
い
る
。
そ
し
て
男
の
子
を
産
む
。
そ
の
名
は
イ

ン
マ
ヌ
エ
ル
と
呼
ば
れ
る
」（
23
節
）。
こ
れ
は
、
イ
ザ
ヤ
書

７
章
14
節
の
引
用
で
す
。

（
3
）「
子
を
産
む
ま
で
は
彼
女
を
知
る
こ
と
は
な
か
っ

た
」（
25
節
）。
こ
れ
も
ま
た
、
メ
シ
ア
の
処
女
降
誕
を
示
す

た
め
の
こ
と
ば
で
す
。
イ
エ
ス
の
誕
生
後
は
、
ヨ
セ
フ
と
マ

リ
ア
は
通
常
の
結
婚
関
係
に
入
り
、
マ
リ
ア
は
少
な
く
と
も

６
人
の
子
を
産
み
ま
す
（
マ
コ
6
・
3
参
照
）。

（
4
）
ヨ
セ
フ
は
誕
生
し
た
子
に
「
イ
エ
ス
」
と
い
う
名

を
つ
け
ま
し
た
。「
主
は
救
う
」
と
い
う
意
味
で
す
。
イ
エ

ス
は
、「
イ
ン
マ
ヌ
エ
ル
」
と
い
う
名
で
呼
ば
れ
た
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
人
格
と
生
涯
を
通
し
て
、「
神
は

私
た
ち
と
と
も
に
お
ら
れ
る
」
と
い
う
事
実
を
示
し
ま
し

た
。
マ
タ
イ
の
福
音
書
の
最
後
は
、「
見
よ
。
わ
た
し
は
、

世
の
終
わ
り
ま
で
、い
つ
も
あ
な
た
が
た
と
と
も
に
い
ま
す
」

（
28
・
20
）
と
い
う
約
束
で
終
わ
り
ま
す
。
こ
の
約
束
を
信

じ
る
な
ら
、
自
分
の
人
生
に
起
こ
る
こ
と
は
す
べ
て
「
神
の

計
画
ど
お
り
」
で
あ
る
と
受
け
止
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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マタイの福音書

マ
タ
イ
の
福
音
書
２
章

イ
エ
ス
が
ヘ
ロ
デ
王
の
時
代
に
、
ユ
ダ
ヤ
の
ベ
ツ
レ
ヘ
ム

で
お
生
ま
れ
に
な
っ
た
と
き
、
見
よ
、
東
の
方
か
ら
博
士

た
ち
が
エ
ル
サ
レ
ム
に
や
っ
て
来
て
、こ
う
言
っ
た
。「
ユ

ダ
ヤ
人
の
王
と
し
て
お
生
ま
れ
に
な
っ
た
方
は
、
ど
こ
に

お
ら
れ
ま
す
か
。
私
た
ち
は
そ
の
方
の
星
が
昇
る
の
を
見

た
の
で
、
礼
拝
す
る
た
め
に
来
ま
し
た
。」

（
マ
タ
イ
の
福
音
書
２
・
１
〜
２
）

こ
の
章
か
ら
以
下
の
こ
と
を
学
び
ま
し
ょ
う
。（
1
）
博

士
た
ち
が
幼
子
イ
エ
ス
の
前
に
ひ
れ
伏
し
た
の
は
、
異
邦
人

に
よ
る
最
初
の
メ
シ
ア
礼
拝
と
な
り
ま
し
た
。（
2
）
イ
エ

ス
の
一
家
は
、
ヘ
ロ
デ
の
脅
威
を
避
け
て
エ
ジ
プ
ト
に
避
難

し
ま
す
。（
3
）
エ
ジ
プ
ト
か
ら
戻
っ
た
ヨ
セ
フ
は
、
ガ
リ

ラ
ヤ
の
ナ
ザ
レ
に
住
む
よ
う
に
な
り
ま
す
。

博
士
た
ち
の
訪
問

（
1
）
博
士
た
ち
（
バ
ビ
ロ
ン
の
天
文
学
者
）
が
、星
（
シ
ャ

カ
イ
ナ
グ
ロ
ー
リ
ー
）
に
導
か
れ
て
エ
ル
サ
レ
ム
に
や
っ
て

来
ま
し
た
。
彼
ら
が
メ
シ
ア
の
誕
生
を
知
っ
た
理
由
は
、
2

つ
あ
り
ま
す
。
①
ダ
ニ
エ
ル
の
影
響
。
ダ
ニ
エ
ル
は
、
バ
ビ

ロ
ン
の
地
に
あ
っ
て
メ
シ
ア
の
誕
生
を
預
言
し
ま
し
た
（
ダ

ニ
９
・
24
〜
27
）。
②
異
教
の
預
言
者
バ
ラ
ム
の
影
響
。
バ

ビ
ロ
ン
の
占
星
術
師
で
あ
る
バ
ラ
ム
は
、「
ヤ
コ
ブ
か
ら
一

つ
の
星
が
進
み
出
る
」
と
い
う
こ
と
ば
を
使
っ
て
、
メ
シ
ア

の
来
臨
を
預
言
し
ま
し
た
（
民
24
・
17
）。

（
2
）
博
士
た
ち
が
エ
ル
サ
レ
ム
に
来
た
理
由
は
、
ミ
カ

書
5
章
2
節
の
預
言
（
ベ
ツ
レ
ヘ
ム
で
誕
生
す
る
と
い
う
預

言
）
を
知
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。
ヘ
ロ
デ
王
と
エ
ル
サ
レ

ム
の
人
々
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
王
が
誕
生
し
た
と
い
う
知
ら
せ

を
聞
い
て
動
揺
し
ま
し
た
（
3
節
）。

異
邦
人
に
よ
る
最
初
の
メ
シ
ア
礼
拝

（
1
）
ヘ
ロ
デ
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
王
が
誕
生
し
た
と
聞
い

て
恐
れ
ま
す
。
彼
は
、
祭
司
長
や
律
法
学
者
た
ち
を
呼
び
集

め
、メ
シ
ア
は
ど
こ
で
誕
生
す
る
の
か
と
問
い
た
だ
し
ま
す
。

す
る
と
、
メ
シ
ア
は
ベ
ツ
レ
ヘ
ム
で
誕
生
す
る
（
ミ
カ
5
・

2
）
と
の
答
え
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
ヘ
ロ
デ
は
、
密
か

に
博
士
た
ち
を
呼
び
、
星
が
い
つ
頃
か
ら
出
現
し
た
の
か
を

突
き
止
め
ま
す
（
お
よ
そ
2
年
前
の
こ
と
）。
彼
は
、「
行
っ

て
幼
子
に
つ
い
て
詳
し
く
調
べ
、
見
つ
け
た
ら
知
ら
せ
て
も

新約聖書第5巻
2023年

12月
刊行
予定

本 文 見 本

各章を1日5分で学べるように、ポイントを解説

聖書がわかる！ 喜びと感謝にあふれる！読者の声

１日分が１章になっているので
とても使いやすく、内容もコン
パクトにまとまっていて助かっ
ています。電車内等外出先で
も読めるように1日も早い電
子書籍化を強く希望します。

ｎb 様

一日一章は、聖書をユダヤ的視点で
解説しており、とても分かり易いで
す。また、クリスチャン生活への適用も
しっかり書かれており、毎日のデボー
ションにも使わせて頂いております。

T.S 様

膨大な聖書全巻全章に渡るツボを押さえ
た解説は、聖書の学びのコンパスになりま
す。また、日々のデボーションにも役立つ
素晴らしい書です。このような書を上梓し
てくださった中川先生に感謝致します。

M.H 様

朝に自室で聖書を読み、一日一
章で解説を読む習慣が身に付き
ます。今では、自室に赤本、職場
に青本を置いて、読んでから動
き始めています。章と章の間に
適度なスペースがあり、気づき
や主からの語りかけを付箋では
りつけたりもできていいです。

A.I 様

章ごとに御言葉の解説と適
用を書いてくださっている
ので、毎日礼拝メッセージを
聴いているような感覚で読
ませて頂いています。

S.M 様

朝はクレーから始まり、夜寝る前に
一日一章で一日を振り返り、主の恵
を思い出して感謝を捧げて安眠…苛
立って過ごしてしまった日もその日
の章を読み黙想する内に平安が与え
られる幸いに預かれるようになり、
聖書に続く愛読書となっています。

I 様

神様を近く、時には恐れを覚え
恵みに胸が熱くなります。手に
負えない箇所も読み進めるこ
とで、次第に理解できるように
なっているのは不思議です。応
答できる喜びに感謝します。

K 様

第１巻が発行された2021年12月11日から一日
に一章のペースで通読を始めました。やがて２年
になりますが、毎日１章ずつというゆっくりとした
学びが、自分には丁度いいペースとなっていま
す。最初に章の中心聖句を確認し、自分の聖書に
マーカーします。次に学ぶ視点を確認します。そ
して通読しながら、同時に解説文を読んでいま
す。毎日新たな学びや発見が与えられています。
字義通り、またヘブル的視点からの聖書解釈を中
川健一牧師の解説から学べることに喜びも感じて
います。一日一章全巻五色が揃うことを楽しみに
しながら、現在、イザヤ書の学びを進めています。

M.N 様

一章単位で みことばのエッセ
ンスが凝縮されていて、聖書通
読の最良の伴走者です。

K.M 様

出張が多く、なかなか毎日読むこと
ができずにいています。デジタル版
があれば即購入したいと思います。

F.N 様

各章ごとに学びのポイントが分かりやすく提示
されています。それを意識しながら聖書本文と
本書の解説を読むことで、御言葉の真意の理
解が深まっていることを実感しています。

H.K 様

聖書通読にチャレンジ中。今まで文字を
追うだけになっていた難解な章も、一
日一章のおかげで理解できる喜びを感
じています。適用もすばらしく、都度自
らを振り返り心新たにされています。

N.K 様

聖書を読んで自分なりに黙想し
た後、一日一章を読んでいます。
ヘブル的解釈があるので、疑問の
答が見つかったり新発見があっ
たりして、ただ通読していた時よ
り、深く楽しく学べています。

Y.H 様

「一日一章」はデボーションの書で
あり、聖書研究の書！ 読む度に霊的
に覚醒され、信仰生活が劇的に変
化し、日々主を喜んでいます。今、
まさに個人的宗教改革の進行中！

H.S 様

部分ではなく聖書全体から神様の意
図を知りたいと願って進める聖書通
読。本書はこの願いを叶え､聖書に確
実に根を張り生ける水と養分を汲み
上げ日々私を導いてくれています。

S.M 様

1970年一橋大卒。6年間のサラリーマン
生活の後、米国トリニティ神学校留学。
1979年同校卒。1979年から、東京都町
田市において開拓伝道開始。1986年か
ら、福音テレビ放送団体『ハーベスト・タイ
ム・ミニストリーズ』を設立し、テレビ伝道
を展開。2010年3月、テレビ伝道終了。そ
れ以降、インターネット上で弟子訓練プロ
グラムを中心とした種々の働きを展開。著
書に『日本人に贈る聖書ものがたり』（文
芸社）シリーズ（全4巻）、『中川牧師の一
日一章』第１巻～第4巻（イーグレープ）が
ある。イスラエルを何度も訪問し、聖書の
世界を探求し続けている。

著者プロフィール

中川健一

新約聖書 2023年12月刊行
A5サイズ（210×148㎜）／2段組／ソフトカバー／598頁

定価 2,970円（本体 2,700円＋税）

中川牧師の一日一章  第5巻

●収録内容

聖書のゴールは神の栄光！ 黙示録までの道筋が、ついに見えた。

ヤコブの手紙 （全５章）
ペテロの手紙 第一 （全５章）
ペテロの手紙 第二 （全３章）
ヨハネの手紙 第一 （全５章）
ヨハネの手紙 第二 （全１章）
ヨハネの手紙 第三 （全１章
ユダの手紙 （全１章）
ヨハネの黙示録 （全２２章）

新約聖書の全てが
この一冊に！

マタイの福音書 （全２８章）
マルコの福音書 （全１６章）
ルカの福音書 （全２４章）
ヨハネの福音書 （全２１章）
使徒の働き （全２８章）
ローマ人への手紙 （全１６章）
コリント人への手紙 第一 （全１６章）
コリント人への手紙 第二 （全１３章）
ガラテヤ人への手紙 （全６章）
エペソ人への手紙 （全６章）
ピリピ人への手紙 （全４章）
コロサイ人への手紙 （全４章）
テサロニケ人への手紙 第一 （全５章）
テサロニケ人への手紙 第二 （全３章）
テモテへの手紙 第一 （全６章） 
テモテへの手紙 第二 （全４章） 
テトスへの手紙 （全３章） 
ピレモンへの手紙 （全１章） 
へブル人への手紙 （全１３章）

シリーズ最終巻

※お名前は全てイニシャルにさせていただきました



A5サイズ（210×148㎜）／2段組／ソフトカバー／466頁
定価 2,970円（本体 2,700円＋税）

A5サイズ（210×148㎜）／2段組／ソフトカバー／552頁
定価 2,970円（本体 2,700円＋税）

A5サイズ（210×148㎜）／2段組／ソフトカバー／598頁
定価 2,970円（本体 2,700円＋税）

A5サイズ（210×148㎜）／2段組／ソフトカバー／598頁
定価 2,970円（本体 2,700円＋税）A5サイズ（210×148㎜）／2段組／ソフトカバー／606頁

定価 2,970円（本体 2,700円＋税）

『中川牧師の一日一章』全５巻シリーズが、ついに完結。
さあ、全巻揃えて、今日からあなたも一日一章！

「聖書のゴールは神の栄光！」
「黙示録までの道筋が、ついに見えた。」
これは、創世記から黙示録まで解説した後に与えられた実感です。
聖書が与えられていることと、聖書が証言しているイエス・キリス
トを信じる者とされたことは、ともにことばに言い尽くせないほど
の恵みです。（第５巻「はじめに」より）

第1巻

第2巻

第4巻

第3巻

第5巻

既   刊

既   刊

既   刊

既   刊

新   刊

モーセの五書

歴史書

預言書

文学書

新約聖書

2021年12月

2022年6月

2023年9月

2022年12月

2023年12月

創世記　出エジプト記　レビ記　民数記　申命記

ヨブ記　詩篇　箴言　伝道者の書　雅歌

ヨシュア記　士師記　ルツ記　サムエル記第一　サムエル記第二
列王記第一　列王記第二　歴代誌第一　歴代誌第二
エズラ記　ネヘミヤ記　エステル記

イザヤ書　エレミヤ書　哀歌　エゼキエル書　ダニエル書　ホセア書
ヨエル書　アモス書　オバデヤ書　ヨナ書　ミカ書　ナホム書
ハバクク書　ゼパニヤ書　ハガイ書　ゼカリヤ書　マラキ書　


